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西 町 の一 本 松

もうす ぐ三 百 歳 になります

金沢から高山陣屋の地役人が黒松の古木を

5本運んできました。そのうち現在まで残っている

3本の内、一つが西町にありま魂

かつては、そばに秋葉神社の祠があり、その

石灯籠に文政 6年 (1823年 )と 表記されていま

魂 樹齢約200年 となりま魂

西町良翁会 (長 寿会)が年間を通 じて、草

取り清掃、雪囲いなど手入れをして大切にして

います。

私
は
、
北
陸
全
沢
主
ま
れ
の
累
松
で
す
一
■

き
木
の
時
に
、
高
山
陣
晨
の
え
薇
人
に
よ
り
■

計
こ
へ
難
ま
し
た
。
■
ホ
え
蒻
で

，
難
在
一
な

一
は
子
に
寺

、島
口
町
〉、
一機

，
お
夫
苺
町
）
と

ｔヽ
の
■
本
で
す
。　
　
　
　
■

か
っ
て
私
の
そ
ば
に
獄
葉
澪
蔵
０
河
が
お
り

こ
●
議
の
石
灯
篭
に
え
政
六
年

（
一
人
ユ
ニ
年
）

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
も
う
す
ぐ
二
百
歳
に
な

り
ま
す

．
種
類
は
タ
ロ
マ
ツ
で
、
当
地
の
よ
う

な
内
陸
部
に
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

幹
回
り

一、
人
ｍ
・
高
ざ
・約
十
二
ｍ

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
ｔ
て
下
ヽ
い
ね
　
　
・●
一

一一　
な
も
皆
さ
ん
を
見
寺
っ
て
い
ま
す
か
ら
一
・一

一一
．　
一　
■
蔵
二
十
八
年
七
月
　
壽
二
『
断
Ｊ
Ｅ
Ａ
〓

雪
の
寒
い
朝
で
も
、
南
小
学

校
の
通
学
路
に
は
黄
色
い
旗
を

持
っ
て
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い

る
大
人
達
が
い
る
。
子
ど
も
達

が
元
気
に
学
校
に
入
っ
て
行
く
。

「ホ
ー
ム
る
ア
イ
」
で
不
要
不
急
の
外
出
は

控
え
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
通
学
な
ど
必

要
な
外
出
は
あ
る
。

閉
じ
込
め
ら
れ
て
暗
い
毎
日
だ
か
ら
、
何

か
明
る
い
話
を
探
せ
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し

長
引
く
コ
ロ
ナ
の
広
が
り
は
世
界
を
暗
く
し

続
け
、
観
光
高
山
の
落
ち
込
み
も
経
済
を
冷

え
込
ま
せ
て
い
る
。

南
小
の
近
く
に
は
文
化
会
館
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
予
防
指
針
に
従
い
、
消
毒
薬
で
手
を

殺
菌
し
、
マ
ス
ク
を
し
て
各
種
の
展
示
や
文

化
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

高
山
は
少
し
郊
外
に
出
れ
ば
、
野
山
や
森

で
誰
に
も
会
わ
ず
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
の
び

の
び
と
動
き
回
れ
る
。
き
れ
い
な
空
気
の
自

然
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。

朝
の
寒
い
通
学
で
「オ
ハ
ヨ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

と
挨
拶
し
て
行
く
子
ど
も
達
を
見
て
い
る

と
、
思
わ
ず
涙
が
出
そ
う
に
な
る
。
ど
う
か

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
元
気
に
育
っ
て
学
ん
で

く
れ
と
祈
り
た
く
な
る
。

明
る
い
話
は
少
な
い
が
、
明
日
に
向
う
子

ど
も
達
に
は
希
望
が
あ
る
。
と
も
か
く
と
も

か
く
春
が
来
る
。
時
に
は
マ
ス
ク
を
外
し
て

深
呼
吸
し
て
み
よ
う
。
　

　

（中
林

利
数
）
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世
界
的
猛
威
を
振
る
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
に
も

蔓
延
し
、
高
山
市
も
感
染
者
が

出
ま
し
た
。

五
周
年
記
念
事
業
、
敬
老
会
、

他
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
の
交
流
会
、
そ
の
他
中
止
と

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
だ
、
大
き
な
目
標
と
し
て
お

み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
　
　
一二

一夜

　

碑̈
　
一

接
種
も
始
ま
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
も
打
ち
勝
ち
、
み
な

み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
も

活
性

化

し

て
ま

い
り
た

い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年
度
を
み
な
み
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
飛
躍
の
年
に
す

る
た
め
に
は
、
地
区
の
皆
様

の

ご
支
援
、
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
皆
様

一
人
ひ
と
り
の
お

力
を
お
貸
し
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミ

董
・

姜

ミ

炉
羹
二

地
域
づ
く
り
部
長
　
　
　
一

河

合

博

昭

一

今
年
度
の
町
内
活
動
補
助
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
町
内
会
の

計
画
申
請
は
例
年
通
り
で
し
た

が
、
事
業
は
こ
と
ご
と
く
中
止
せ

ざ
る
を
得
ず
、
最
終
的
に
実
行
報

告
額
は
極
端
に
減
少
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
予
算
総
額
は
百

四
十
五
万
円
で
、
各
町
内
会
の
上

限
限
度
額
は
概
ね
各
町
内
の
世
帯

数
比
に
て
按
分
し
ま
す
。
二
十
町

内
会
の
内
、
最
小
の
十
八
世
帯
か

ら
最
大
の
九
百
十
八
世
帯
ま
で
あ

ミ
ぜ
手

り
ま
す
。
補
助
事
業
の
対
象
は
町

内
会
活
動
で
費
用
の
お
よ
そ
二

十
％
が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
酒
代

に
類
す
る
も
の
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

部
長
に
な
っ
て
三
年
た
ち
ま
す

が
、
各
町
内
会
で
活
動
熱
に
大
き

な
温
度
差
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
す
。
や
は
り
各
町
内
会
の
構

成
年
齢
層
の
差
が
そ
の
ま
ま
反
映

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
折
角

補
助
事
業
が
あ
る
訳
で
す
の
で
、

利
用
す
る
努
力
を
是
非
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

も
う

一
つ
の
補
助
事
業

で
あ

る
、
各
町
内
会
の
外
灯
電
気
料
補

助
に
つ
い
て
、
本
年
度
ま
で
は
年

間
推
定
使
用
電
気
料
の
九
十
％
を

各
町
内
会

へ
支
払
い
を
し
て
き
ま

し
た
。

来
年
度
か
ら
は
み
な
み
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
口
座
か
ら
の
引
落

処
理
に
よ
っ
て
百
％
補
助
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
そ
の
た

め
の
事
務
手
続
き
を
実
行
中
で
す
。

り
ま
し
た
防
災

に
関
し

て
は
、

竹
腰
委
員
長
の
も
と
防
災
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
南
小
学
校
児

童

の
防
災
教
育
、
地
区
の
皆
様

へ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
開
設
訓
練
等
の
活
動
が
で
き
、

一
つ
の
目
標
は
達
成
で
き
ま
し

た
。令

和
三
年
度
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

躊
晰
心
鼈

鼈
卜
燿
鰊
憫
熙
鞣
ポ

防
災
香
員
長
　
竹

腰
　
幸

夫

み
な
み
ま
ち
協

の
地
域
づ

く
り
部
に
、
「防
災
委
員
長
」

の
ポ

ス
ト
が
で
き
て
か
ら
三

年
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
防
災
講
演

。
講

座
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
が
実
際
の
防
災
行
動

ま
で
に
結
び

つ
か
ず
災
害
時

の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
、
災
害
に
対
応
が

で
き
る
体
制
作
り
の
た
め
防

災
委
員
会
を
立
上
げ

る
事
と

γ篭
■薄

受
付
で
の
事
前
検
温

（避
難
所
開
設
の
実
践
演
習
）

し
ま
し
た
。
事
前

に
、
ま
ち

協

の
運
営
委
員
会
に
防
災
委

員
会
発
足
に
向
け
提
案
、
七

月
十
五
日
に
構
成
メ
ン
バ
ー

一二
十

六
名

（委
員
会

役
員

・

各
町
内
自
主
防
災
代
表

。
ま

ち
協

役

員

・
地
域

防

災

士
）

に
て
承
認
。

コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
活
動
も

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

①
防
災
委
員
会
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
踏
ま
え

た
避
難
所
開
設

。
運
営
研

修
を
早
期
に
行
う
必
要
か

ら
市

の
危
機
管
理
課

へ
依

頼

。
実
施
し
ま
し
た
。

②
被
災
体
験

の
講
演

（末
永

賢
治
氏
）
と
避
難
所
開
設

の
実
践
演
習
を
防
災
委
員

会

の
実
務
経
験
者
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。

い
ず

れ
も
、
防
災
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
を
主
に
防
災
活

動
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
後

一
般

の
方
に
参
加
を
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
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躊
鐸
心
鼈
瘍
魏
は
り
や
≪

社
会
教
育
部
長

一爆
藤
　
伸

子

い
つ
も
社
会
教
育
部
の
事
業
に

関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
当
初
予
定
し
て
い

た
行
事
の
多
く
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
開
催
で
き
た
行
事
に
は

た
く
さ
ん
の
申
込
を
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
中
で
飲
食
を
伴
う
も

の
、
密
に
な
り
や
す
い
も
の
は
中

止
し
ま
し
た
。
感
染
防
止
対
策
を

取
っ
て
開
催
で
き
た
講
座
も
あ
り

ま
し
た
。

か
ご
バ
ッ
グ
講
座
や
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座
で
は
親
子
で

楽
し
く
作
品
づ
く
り
す
る
姿
に
ひ

と
と
き
笑
顔
に
な
れ
ま
し
た
。

不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
講
座
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
古
布
回
収
》

各
町
内
会
か
ら
集
め
て
い

た
だ

い
た
古
布
は
、
裁
断
し

て
新
品
タ
オ
ル
な
ど
と

一
緒

に
市
内
七
ケ
所

の
施
設
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尚
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ

に

つ
い
て
は
、
今
年
度
よ

り
回
収
を
中
止
し
て
お
り
ま

す
。

．―
―
．
　

　

青
少
年
部
長

田

中

育

宏

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
し
始
め
、
学
校
が

休
校
し
て
い
る
中
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、
活

動
で
き
る
の
か
を
模
索
し
な
が

ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

一
年
間
で
し
た
。

前
期
の
土
曜
教
室
は
、
休
校

に
な

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

募
集
を
か
け
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
中
止
と
し
ま
し
た
。
日

帰
リ
バ
ス
ハ
イ
ク
は
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
て
い
る
中

で
、

夏
休
み
の
思
い
出
と
し
て
何
と

か
開
催
で
き
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
修
学
旅
行
が
延

期
と
な
り
ま
し
た
の
で
バ
ス
の

使
用
は
控
え
た
方
が
良
い
と
判

断
さ
せ
て
い
た
だ
き
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

後
期

は
土
曜
教
室
を
開
催

し
、
何
と
か
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
に

と

っ
て
は
寂
し
い

一
年
だ

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
と
し
て
も
今
年
度
が

任
期

四
年
目

で
最
終
年

で
し

た
。
そ
の
中
で
思

っ
て
い
た
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
非

常
に
残
念
で
し
た
。
青
少
年
部

と
し
て
は
子
ど
も
達
の
楽
し
い

時
間
を
作
り
出
す
こ
と
が
使
命

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ず
ず
∫

凩

て
い
た
だ
い
た

一
円
玉
募
金

は
総
額

一
三
九
、
七
七
七
円

塚
田
さち子
　
はほ詢，ド♯議一お此脚「ぁ

福
祉
部
長

《
敬
老
会
》

南
地
区
敬
老
会
を
九
月
二
十

一
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
全
国
的
に
広
ま
り
、
止

む
無
く
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
開
催

で
き
る
事
を
望

み
ま
す
。

《
一
円
玉
募
金
》

今
年
度
も
各
町
内
会

で
集
め

事  業  名

16名

24名

20名

91名

39名

45名

二譲
一

懸
一

二機 ‐.‐ ,一

お菓子づくり(土曜教室 )

7月 19日 |クラフトテープかごバッグ講座
ず:襲スリ

=r全

磐:露肇:

II眠ま,今与多13じ握lI

講座―饉表

2月 7日 |みなみボウリング大会
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み眩み欝ち鰈
よ
り鼈蠅餞越

みなみまちづくり協議会規約 (以下規約と略す)第 8条の規定により、以下のように選考委員

を選出し、令和 3年 1月 に選考委員会を開催しました。

協議会役員から2名 :河合 博昭、田中 育宏

協議会理事から3名 :蒲  敏夫、丸谷 和俊、牛丸 英夫

令和 3年度会長として 三枝 祥一 を選考しました。

華ヽ華■華曇曇華
==事

華華
=奪

筆
=====彗 =====讐=塁==番

鶏奉霞議
=峯=こ

事轟
==曇 =ミ

茎豪
==轟

葉華雲難
=,薇

鷺華書聾葉姜議華撃撫斑豪蟻華華奪曇韓革醸難葉難襲審撻逮護議懸驚酷磐籍繁機鷲露糧
=墨

鷲籠露醸彗輩鞍

日時 令和3年4月 27日 (火 )午後フ時～  会場 南小学校・体育館

令和 2年度 事業報告・令和 2年度 決算報告

令和 3年度 役員改選・令和 3年度 事業計画・令和 3年度 予算案、規約改正など

みなみまちづくり協議会規約第 12条第2項により公開、また同第13条第1項 により構成員は運

営委員、理事、部会員となっております。

みなみまちづくり協議会の定期総会は一般に公開しております。皆様お誘いあわせの上ご参加

ください。

尚、新型コロナウィルス感染症の状況によっては、書面決議で執り行う可能性もありますので、

ご了承ください。

簑

日程 令和 3年 10月 24日 (日 )  場所 高 山市民文化会館・ 大 ホール

新型コロナウィルス感染症の状況によって、開催の変更がある場合があります。

―

轟 議

―

◎講座や教室の募集がチラシより早く来ます。

◎時折、賞品が当たる抽選クーポンが配布されます。

◎問い合わせがLINEでできます。

右のQRコー ドを読んでお友だち登録 けてく歴さ簸ζ.
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雉鶉厖巫麒核矮髯褥黎鰤

q9.口 ③又

月UO日 Q午後 5‐時事務局必着

驚 11‐

応募者全員に参カロ賞。5周年記念事業 (10/24)

で表彰。

みなみまち協会長賞1点、最優秀賞1点、

優秀賞 数点 (賞品|よ最高額2万円相当)

日lbl趾 ‐1、 令和 31■4月

南地区で3年以内に撮影した未発表の写真。風景・スナップなど何でもOK。

l人 3点まで応募可。スマホ撮影でもOK。 南地区以外の方も、撮影場所が南地区ならOK。

SNSなどに投稿済みの写真は発表済みとみなしますので応募できません。

〔提出方法〕データで応募。ファイル形式 :」 PttGファイル 5MB以下

〔LINE提 出)左上の QRを読み、メッセージに必要事項を記入し、写真を添付。

〔USBメモリ等)返却先住所を記入した封筒と応募票を同封し、事務局へ郵送するか持参。

(必要事項 )氏名・住所 。年齢 (学年)。 職業・携帯番号 。写真タイトル・撮影場所・

簡単な写真の説明

〔メール提出〕minami― machikyou@hidatakayama.ne.ip

本文に必要事項を記入し、写真を添付。

応募作品は広報誌、ホーム

ページ・ブログ・LI N巨 等や、

みなみまち協発行のチラシ

などに使用します。

注意事項
◎被写体の肖像権侵害などの責任は負いかねますので、必ず被写体こ本人の承諾および応募への使用許可を得てください。

◎合成など著しいbll工を施した写真や撮影会等の演出された写真|よこ遠慮ください。

◎応募作品|よ 、著作権など権利のすべてが応募時点で応募者に帰属するものに限ります。

◎応募作品の著作権|よ応募者にありますが、使用権はみなみまちづくり協議会 (以下みなみまち協と略します)が有します。

◎SNS・ ブログなどWttB掲載に使用した写真|よ応募できません。

◎応募作品に関し、第三者から権利侵害等の苦情や異議申し立てがあつても、みなみまち協|よ一切の責任を負いません。

◎応募の時点で、募集要項に同意したものとみなします。
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鼈痣聰核颯餞

鰊
黎

瘍絡 鰺隋颯饉 隋跛躙 隋
薇又魃魃鶉鉤又麒悛鶯蛛鋏痣

聰蝙袋

颯 鰺

糧,資纏 を満か なでi議艤補動や種導が出来る方。

運転免許関係 。防災関係・医療関係・教育関係 。看護関係 。調理関係・保育関係 他

倉=警券 簸味で数菫 惨
J轟慶を企菫i6運営 0指導 0補助できみ方。

DIYO写真・ドローン・自転車・バイク・グーム・パソコン。SNS・ インスタ。TikTok。 あつ森・キャンプ・

料理・スマートフォン0登山トレッキング・化粧・コスプレ・グルメ・漫画イラスト・書道・スポーツ・

外国語会話 0手話・占い。クイズ。激辛・大食い。ハーブ。家庭菜園・ガーデニング・酒・釣り・家電・車・

アマチュア無線・ボランティア・エクササイズ・その他

左ページの登録カー ドに必要事項を記入 し、みなみまち協まで郵送または持参 してください。

個人情報を扱いますので、Faxで は送信 しないでください。(送信 ミスが怖いので)

LINEで ご連絡いただければ登録カー ドと返信用封筒を郵送 しますので、記入後返送願います。

餞災な膊

●避難所の開設や運営に協力援助。 ●避難所運営スタッフや補助員として避難所運営に協力。
●災害状況の情報収集や関係機関との連絡等。

鬱濾鸞時

●新しい企画のアイデアの提案、その企画実現の補助協力。
●みなみまち協主催の講座や教室の講師や補助員。まち協主催行事の設営・運営のスタッフ。

●各町内会での講座やワークショップなどへの講師・補助員や運営スタッフの派遣。

☆登録カードで得た個人情報はみなみまちづくり協議会事業以外には使用しません。

☆ご本人の同意が無ければ第三者に個人情報を提供することもありません。

☆取得した個人情報は管理責任者を定めて紛失や漏洩などが発生しないよう積極的な安全対策を実施しま丸
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みなみまち協 フオトコンテスト 応募票
フリガナ

題   名

撮影場所

コメント

出
　
　
口
印
　
　
者

住  所

氏   名

年  齢 歳 (学年 小。中  ) 職 業

携帯電話

みなみまちづくり協議会

入材リスト登録力…ド

みなみまちづくり協議会

轟雛鸞籐彗・曇露選鐘鼈縣勒蒻鶉膨涎瘍嘔趙悛 褪雉巡》

鞣岬颯 鼈
蝉

饂 饒饒瞼 (FAx驚等)fJ斜 奉幸漂 墨鍵覇爾掌難Ff― 嗜轟 奪壌ヽ準我弯
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    か

み
ん
な
み

蜻
彎

一・・■
顆
晰

神
さ
ま
に
す
こ
ｔ
嘘

つ
く
花
青
木

者
の
窯
き
雨
に
籠
り
て
二
月
尽

逆
ｔ
よ
に
映
る
鏡
や
春
寒
ｔ

春
寒
や
マ
ニ
キ
ュ
ア
ほ
ん
の
り
に
色
に

初
景
色
山
に
向
か
ひ
て
問
ひ
た
き
こ
と

十
民
家
の
板
敷
光
る
上
雛

恙
れ
雪
触
れ
て
ヽ
キ
浄
め
け
り

駆
け
る
子
の
運
動
靴
に
ふ
の
上

ラ
ン
ド
セ
ル
私
間
に
飾
り
春
待

つ
子

叱
ら
れ
て
れ
母
の
隣
に
春
矩
建

一
月
末
で
応
募
を
締
め

切
り
ま
し
た

「シ
ン
ボ
ル

マ
ー

ク
＆
マ

ス

コ

ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
」
に
は
百
七
十
人
の

方
か
ら
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
百
四
十
五
作

品
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
百
五
十

作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予

想
を
上
回
る
応
募
数
で
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
選
考
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

一
作

品
ず

つ
採
用
作
品
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

十
月
の

「五
周
年
記
念
事
業
」
で
表
彰
式

が
出
来
る
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
広
報
部
長
を
務
め
て

四
年
（最
終
年
）
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
み

ま
ち
協
だ
よ
り
を
十
二
回
、
ミ
ニ
み
な
み

ま
ち
協
だ
よ
り
を
十
三
回
作

っ
て
き
ま

し
た
。
広
報
部
員
の
方
や
ア
ド
プ
リ
ン

タ
ー
印
刷
の
奥
田
さ
ん
、
ま
ち
協
事
務

局
や
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
で
き
た
広
報
誌
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
ま
ち
協
事
務
員
と
し
て
広

報
誌
に
関
わ

っ
て
い
き
ま
す
の
で
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（神
田
）

葉

周

会

安
藤
　
　
桂

上
口
真
穂
子

采

口
美
由
紀

小
林
　
高
子

針
谷
健
次
不ヽ

瀬
川
　
章
子

エ
ロ
　
信
哉

保
木
　
信
子

益

口
美
責
子

米
澤
　
智
子


